
事故情報報告システム
簡易マニュアル



事故報告をはじめる前に

事故情報報告システムのＴＯＰ画面では、報告書・通知書の作成や前回

作成した報告書・通知書の修正ができます。

まずＴＯＰ画面が表示されます。

（１）報告書を作成する場合

→ ２ページへ

（２）通知書を作成する場合

→ ６ページへ

（３）前回作成した報告書・通知

書を修正する場合

→ １０ページへ
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（１）報告書の作成

「様式-1 製造事業者、輸入事業者

用報告書新規作成」ボタンを押し

ます。

ページの上下にあるリストからい

ずれかを選択して各ページへ進み

ます。

必須と書かれている項目が未入

力のままだと次のページへ進めま

せんのでご注意ください。

１．作成方法

各項目を入力します。選択式の項目は当てはまるものを選んで下さい。

全部で５ページ（製品情報、事故内容、認識日・場所、事業者、補足

資料）あります。
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（１）報告書の作成

「保存」ボタンを押します。

２．保存方法

作成した報告書を保存します。保存すれば報告書を途中から作成した

り、修正したりすることができます。

「入力情報の保存」アイコンを押

すことで、csv形式でダウンロード

または名前を付けて保存すること

ができます。
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（１）報告書の作成

「報告書出力」アイコンを押すこ

とで、ＰＤＦ形式で表示すること

もできます。

・報告書の作成を続けたい場合は

「続ける」ボタンを押します。

・保存せずに「終わる」ボタンを

押すと、データが失われてはじ

めのページに戻ります。必ずcsv

形式で保存してください。

4



（１）報告書の作成

「確認」ボタンを押します。

３．提出方法

作成した報告書をＮＩＴＥへ提出します。

入力情報を確認してからページ下

にある「申請」ボタンを押します。
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（２）通知書の作成

「様式-2 地方公共団体用通知書新

規作成」ボタンを押します。

必須と書かれている項目が未入

力のままだと提出することができ

ませんのでご注意ください。

１．作成方法

各項目を入力します。選択式の項目は当てはまるものを選んで下さい。
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（２）通知書の作成

ページ下にある「保存」ボタンを

押します。

２．保存方法

作成した通知書を保存します。保存すれば通知書を途中から作成した

り、修正したりすることができます。

「入力情報の保存」アイコンを押

すことで、csv形式でダウンロード

または名前を付けて保存すること

ができます。
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（２）通知書の作成

「報告書出力」アイコンを押すこ

とで、ＰＤＦ形式で表示すること

もできます。

・通知書の作成を続けたい場合は

「続ける」ボタンを押します。

・保存せずに「終わる」ボタンを

押すと、データが失われてはじ

めのページに戻ります。必ずcsv

形式で保存してください。
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（２）通知書の作成

ページ下にある「確認」ボタンを

押します。

３．提出方法

作成した通知書をＮＩＴＥへ提出します。

入力情報を確認してからページ下

にある「申請」ボタンを押します。
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（３）作成の再開、修正

「ファイルの選択」ボタンを押し

て前回保存したcsvファイルを選択

します。

csvファイルの保存方法は３ページ、

７ページを参照してください。
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ファイルが選択された状態で「作

成の再開、修正」ボタンを押すこ

とで、前回の入力画面に戻ること

が出来ます。


